
 

 

 

令和７年度 東京都立国際高等学校 学校経営報告 

 

＜自己評価の基準＞ 【Ａ】十分に達成できた 【Ｂ】概ね達成できた 【Ｃ】あまり達成できなかった 

Ⅰ 学習指導 

１ 今年度の取組目標と具体的方策 ２ 自己評価及び次年度以降の課題と対応策 
① 基礎基本の定着を図ると共に、学習内容に応じて10の学習

者像を指導計画に位置付け、探究型、双方向型、課題解決

型の教育手法やＩＢの構成主義的ｱﾌﾟﾛｰﾁ、ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育の

理念を取り入れた授業を実践する。 

② 本校のｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝのﾙｰﾌﾞﾘｯｸに基づき、各教科科目別ﾙｰﾌﾞ

ﾘｯｸを作成し、観点別評価に基づく指導と評価の一体化を図

る。 

③ 「わかる授業」「主体的・対話的で深い学び」を合言葉に、

毎時間の授業では授業の始めに「本時のねらい」を明示し、

授業の終わりに「本時の振り返り」を行う。ICT 等の視聴

覚教材を積極的に活用し、生徒一人１台端末の利活用を積

極的に図る。ＡＩを活用した英語教育の充実にも挑戦する。 

④ 相互授業参観や校内研修・教科会等において、ｵﾝﾗｲﾝ/ｵﾝﾃﾞ

ﾏﾝﾄﾞ学習を含めた指導方法や評価、IB的手法等について研

究・研修を行い、組織的・計画的に教科指導力を向上させ

る。課題の量の適正化と見える化を図る。 

⑤ 年間授業計画に学習到達目標を明記するとともに評価計画

を提示し、指導成果の検証を踏まえ、指導内容を改善する。 

⑥ 創立以来変わらぬ「国際理解科目」の成果と課題を整理し、

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化が加速する現状を踏まえ、科目の精査と改善、新

企画立案等を図る。 

⑦ 課題研究において、「【TIPS-Type 4】探究的な学び推進事業」

の下、仮設検証型の論文作成や外部人材活用等、指導内容・

運営方法の改善を図る。 

⑧ 図書館の開館時間を最大限確保し、生徒の自主学習の時間と

場所を保障する。 

＜関連する数値目標＞ 

〇生徒による授業評価で「内容を理解している」80％以上、「授業内容

に満足している」90％以上 

○１、２年生の家庭学習時間平均平日２時間以上 70%以上 

＜自己評価＞【Ⅽ】 ( )内は前年度比 

●「内容理解」74％（-9%）「授業内容満足」73%（-8%） 

●家庭学習時間（1,２年）平日2時間以上49.7％（-18.3％）、休日63.3

％（-15.7％） 

●TOEIC IP L&R平均3年680点、2年613点（3学年平均605点） 

●校内研修（1 ｱﾚﾙｷﾞｰ対応について、2 国際高校らしい課題研究、3 IB

の教育手法:差異化した指導について）計３回実施 

●本時の「ねらい」44.6%(+24.2%)「振り返り」22.3%(+11.2%)「ICT活

用」73.2%(+12.1%) 

＜課題と対応策＞ 

◎家庭学習時間の確保 数値目標 平日休日とも70％達成 

◎授業の「内容理解」「満足度」 数値目標の達成  

◎課題（宿題）の量の適正化と見える化による課題問題解決 

◎本時のねらいと振り返りの実施80%目標 

◎ICT等の利活用80%目標、一人１台端末活用の環境整備と工夫 

◎相互授業参観等を通した探究的・対話的授業（ＩＢ的手法） 

◎国際理解科目の精査と課題研究の新たな授業展開と検証 

◎図書館の「知の泉」と自主学習の場の２機能化継続 

Ⅱ 進路指導 

１ 今年度の取組目標と具体的方策 ２ 自己評価及び次年度以降の課題と対応策 
① 生徒のﾆｰｽﾞや大学入試、高大接続教育等に応じたｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞ

ﾝｽ、進路説明会等を実施し、３年間を見通した組織的・計画

的な進路指導体制を構築する。 

② 進学実績ﾃﾞｰﾀの整理・分析や、１，２学年の模試分析会の実

施を通して、進路指導部・学年・教科が連携し、組織的な進

学指導を強化する。 

③ 模試分析会では、業者による分析に加え、５教科による模試

分析の結果報告を行い、授業及び生徒の進路指導へ反映させ

る。 

④ ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵや模試分析ｼｽﾃﾑを活用し、生徒保護者のﾆｰｽﾞに応じ

た面接指導を実施する。全学年原則年1回全員、三者（担任・

生徒・保護者）面談を行う。 

⑤ 進路指導部・学年・教科が連携し、総合型・学校推薦型選抜、

一般選抜に対応する講習等の進学指導を組織的・計画的に実

施する。 

⑥ IB コースの進路活動と連携し、組織的な海外大学進学指導

体制を強化する。 

⑦ 多様な背景を有する生徒の進路指導に係る個別指導、日本語

学習支援、面談等を強化する。 

＜関連する数値目標＞ 

○難関国立大学現役合格、国公立及び早慶上理ICU現役合格130名以上、

海外大学現役合格80名以上 

〇生徒による授業評価で「進路指導が充実している」80％以上、「模試

の振り返り等の効果的な活用をしている」80％以上 

＜自己評価＞【Ｂ】 

●北海道大学3名、筑波大学3名、都立大学5名、東京外国語大学4名

他、国公立大学 27 名合格(+8 名)、早慶上智理 ICU 140 名合格（+40

名）、海外大学78名合格(+4名) (R8.3.10現在) 

●「進路指導の充実」68%、長期休業中の講習78講座（+3講座）、大学

入学共通ﾃｽﾄ実受験者123名（-1名）、国内外進学者対象説明会・ｶﾞｲ

ﾀﾞﾝｽ 21回（＋12回）、進路通信11回発行（+6回） 

●「模試の効果的な活用」51%、模試分析会6回（±0回） 

●国立台北科技大学（10月）、マレーシア９大学（3月）との協定締結          

＜課題と対応策＞ 

◎進路指導の充実 模試の効果的な活用 数値目標 80％以上 

◎全学年での原則全員三者面談（担任・生徒・保護者）の実施 

◎海外大学進路指導の充実と5教科模試分析と指導への反映 



 

 

Ⅲ 生活指導 

１ 今年度の取組目標と具体的方策 ２ 自己評価及び次年度以降の課題と対応策 

① 校内では、教員が積極的に声掛け等を通して、

生徒に挨拶の励行を奨励する。また、衣替え

期間廃止に伴う制服着用や TPO に応じた身

だしなみ、ﾏﾅｰ、授業規律等については、ﾎｰﾑﾙ

ｰﾑ・集会・授業等の機会に触れることにより、

生徒の自律的な行動を促す指導を行う。 

② 登下校のﾙｰﾙや時間厳守を徹底させるため、生

徒指導部と学年が連携し、登校指導・遅刻指

導を計画的に行う。 

③ いじめや生命に関わる事故を未然に防ぐた

め、SNS ﾙｰﾙの周知徹底や生命に係る講話の実

施、特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの連携強

化を図るとともに、人権尊重教育を継続的に

推進する。 

④ 盗難防止月間の取組やセーフティ教室、薬物

乱用防止教室、長期休業前の生活指導を確実

に行い、事件・事故の未然防止に努める。 

⑤ 教科学習や特別活動を通して環境問題への意

識を向上させるとともに、基本的な感染症対

策の継続と校内美化清掃を強化する。 

⑥ 行事・委員会・部活動を含め、生活指導全般

の取組において、生徒指導部内及び生徒指導

部・学年が連携し、組織的な生活指導体制を

構築する。 

＜関連する数値目標＞ 

○いじめ件数ゼロ 

○盗難発生ゼロ 

○１日当たり平均遅刻人数 1名以下 

〇学校評価アンケート「校内の清掃美化活動をきちんと行ってい

ると思う」75％以上 

＜自己評価＞【Ｃ】 

●いじめ件数ゼロ達成ならず 

●盗難発生ゼロ達成ならず 

●1日当たり平均遅刻人数1.78人（+0.7人） 

●「校内の清掃美化活動をきちんと行っている」56％（-10%） 

＜課題と対応策＞ 

◎衣替え期間廃止に伴う制服着用や TPO に応じた身だしなみ等

生徒の自律的な行動を促す指導の徹底継続 

◎生徒指導部と学年の連携による登下校マナーや時間厳守等の

指導の徹底、学校全体での人権教育の推進 

◎特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの連携強化、いじめや生 

命に関わる事故の未然防止及び特別な支援を必要とする生徒の 

指導の充実 

◎貴重品管理指導を始めとする盗難防止策の徹底継続 

◎校内の美化清掃の徹底と強化 

◎生徒指導提要等を踏まえた不登校等の未然防止や早期支援 

 

Ⅳ 特別活動・部活動・健康づくり 

１ 今年度の取組目標と具体的方策 ２ 自己評価及び次年度以降の課題と対応策 
① ｺﾛﾅ後の学校行事や部活動等の特別活動の新

たな企画運営方法等の工夫と生徒の実態に即

した主体的な活動を促し、国際高校独自の教

育活動の充実と活動成果の向上を図る。 

② 部活動中の事故を防止するため、「部活動に関

する活動指針」に基づく指導を強化するとと

もに、各部活動において事故防止対策を継続

して徹底する。 

③ 部活動指導者や部員同士の協働・協力を重視

し、競技成績や発表会等の成果、参加者の満

足度を向上させる。 

④ 保健体育科の授業や体育的行事、部活動等に

おいて、指導目標に即した教育活動を行うこ

とにより、体力向上及び心身の健康維持・増

進を図る。 

⑤  基本的な感染症対策を講じるとともに、特

別活動等のさらなる充実を図る。 

 

＜関連する数値目標＞ 

○都大会入賞レベル以上の成績２部活動以上 

○体力テストの全項目で東京都の平均以上 

＜自己評価＞【Ｂ】 

●テニス部 目黒区体育祭秋季テニス大会 女子ダブルス優勝 

●女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 東京都夏季大会 Gブロック準優勝 

●ｳｲﾝﾄﾞｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ部 第49回東京都高等学校ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｺﾝﾃｽﾄ 金管

7重奏 銀賞 

●行事に対する満足度：生徒 86%（-4%）、保護者92%（-5％） 

●体力テスト：8項目全てで男女とも都の平均を上回った。 

＜課題と対応策＞ 

◎ｺﾛﾅ後の学校行事として、時代の変化に即した企画立案や運営

の工夫と、各行事のねらいに応じた国際高校独自の教育活動の

充実と発展 

◎働き方改革が問われる中での部活動の存在意義やあり方の再 

確認と活動内容の工夫と成果の向上 

◎体育授業及び部活動における事故の未然防止策の徹底と強化 

◎学校生活での感染予防の継続と特別活動等の更なる充実 

 

 



 

Ⅴ 教育課題 

１ 今年度の取組目標と具体的方策 ２ 自己評価及び次年度以降の課題と対応策 

① ｺﾛﾅ後の国際交流の完全復活を経て、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

内容の更なる充実と新企画の提案、姉妹校等

の学校交流・生徒交流を計画的・組織的に行

い、その成果を検証する。 

② 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を向上させるため、第1学

年でのｵﾝﾗｲﾝ英会話やｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ英検、TOEIC 

IP・英検等を活用し、成果検証・分析を踏ま

え改善を行う。 

③ 広域避難場所としての役割を果たせるよう、

地域や外部機関と連携した実践的な防災訓練

及び避難訓練を実施する。 

④ ICT（SNS）を活用し、災害時等の情報発信を

迅速かつ確実に行う。 

⑤ 在京外国人生徒等に係る課題を整理し、関係

部署・担当者が連携して、必要に応じた学習

支援（日本語指導）及び進路指導を行う。 

⑥ 公開講座（こどもﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･体操教室）の実

施、及びｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾃﾆｽｺｰﾄの学校開放事業を計画

どおり実施する。 

 

＜関連する数値目標＞ 

〇姉妹校等との学校交流・生徒交流３回以上 

＜自己評価＞【Ａ】 

●ｱﾒﾘｶ姉妹校（ｱｻﾄﾝ高校）受け入れ(6 月)生徒 20 名来校、韓国

姉妹校(仁川外国語高等学校)受け入れ（10 月）生徒 150 名来

校、日仏高校ﾈｯﾄﾜｰｸ：ｺﾘﾌﾞﾘ(colibri)4名の生徒受け入れ、ﾌﾗ

ﾝｽ連携校（ﾘｾ・ﾇｳﾞｴｰﾙ校）受け入れ（12月）生徒13名来校、

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ姉妹校（NSBHS）受け入れ(1月)生徒 22名来校 

●ｵｰｽﾄﾗﾘｱ海外研修（NSBHS 訪問）（8 月）生徒 20 名参加、ﾌﾗﾝｽ

海外研修（連携校ﾘｾ･ｻﾝ･ﾌﾞﾉﾜ高校訪問）（3月）生徒 20名参加 

●Path-Finder Program（国内留学研修 3 年目 8 月）本校生徒

16名、他都立高校生徒7 名 計23名参加 

●オンライン英会話 １学年英語１グループを除く全生徒受講 

（Global Education Network20指定校事業 3年目） 

●地域や関連機関と連携した防災訓練での応急処置、心肺蘇生、 

避難所運営としてトイレ・段ボールベッドの設置、ｿｰﾗｰ発電機の 

動作確認等（10月） 

●こどもﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ公開講座参加者11名10回、学校開放事業（テ 

ニス、少年野球・ｻｯｶｰ・ﾗｸﾞﾋﾞｰ等）12日開放 

＜課題と対応策＞ 

◎国際交流の一層のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容充実と新企画の提案 

◎地域や関係機関と連携した防災訓練や実践的な避難訓練によ 

る防災教育のさらなる改善と充実 

◎在京外国人生徒等の課題の把握・共有、及びサポート事業の活 

用等組織的・計画的な学習支援・進路指導の強化、進路実現 

◎施設開放事業の継続実施 

 

Ⅵ 国際バカロレア 

１ 今年度の取組目標と具体的方策 ２ 自己評価及び次年度以降の課題と対応策 

① DP の確実な実施に向けた課題解決と指導力向上を

図るため、組織的・計画的に教科会や校内研修、IBO

主催研修、授業研究の実施及び授業実践集の発行等

に取り組む。 

② ｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを徹底し、DP 実施ｽｹｼﾞｭｰﾙに係る

教育課程の改善に向けた検討を行う。授業における

知識の集積から概念理解へのシフトを図る。 

③ 年間進路活動計画に基づき、生徒の進路希望に応じ

た情報提供やｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ、面談等の支援を充実させる

とともに、ﾃﾞｰﾀ分析を生かした進路指導を強化す

る。試験問題の紙からデジタル化へのシフトに備え

る。 

④ 海外大学進学における諸課題（奨学金及び海外情

勢）についての情報収集及び支援体制を強化する。 

⑤ ＩＢ入選の資格確認、令和７年度以降の IB入試日程

及びＩＢ定数増などについて、東京都教育委員会と

の協議を継続していく。 

⑥ 令和７（2025）年度秋に予定されている IB ワール

ドスクール再認定に向け、資料作成及び東京都教育

委員会との打ち合わせ等入念な準備を行う。 

⑦ ﾚｷﾞｭﾗｰｺｰｽへのＩＢ教育普及への具体的な方策を検

討する。 

＜関連する数値目標＞ 

○フル・ディプロマ取得率 100％ ○進路決定率90％以上 

＜自己評価＞【Ａ】 

●国際ﾊﾞｶﾛﾚｱ機構（IBO）によるＩＢﾜｰﾙﾄﾞｽｸｰﾙ再認定（10月） 

●フル・ディプロマ取得率 100％ 24名 

●平均スコア 36点（45点満点）最高点44点、世界平均 29.3 

●進学決定率 80％（+3.9％）(R8.3.19現在) 

●校内外及び国内外の研修出張によるＩＢ教育の最新情報の入 

手及び指導方法の改善向上、個々の生徒に応じた進路指導実施 

＜課題と対応策＞ 

◎教員研修や授業研究による組織的・計画的な指導力向上の継続 

◎進路希望の実現に向けた進路指導の一層の充実 

◎海外大学進学における諸課題（奨学金及び海外情勢）について 

の情報収集及び支援体制の強化 

◎一人一人の生徒の進路希望に応じたｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ対応や面談支援 

◎IBDPの 1学年 3学期開始に伴う教育内容の精選と検証 

◎IB入選日程及びIB定数増に向けた都との協議検討継続 

◎最終試験デジタル化に向けた定期考査のデジタル試験導入 

◎ﾚｷﾞｭﾗｰｺｰｽへの IB教育普及への具体的方策の検討継続 



 

 

Ⅶ 募集・広報活動 

１ 今年度の取組目標と具体的方策 ２ 自己評価及び次年度以降の課題と対応策 

① 本校の取組を広く周知するため、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの

更新、Ｘ（旧 Twitter）の活用、「学校案内」

等の情報発信ツールを積極的に活用する。 

② 都の事業である令和７年度「都立高校ＥＸＰ

Ｏ」に参加するなど、学校内外での学校説明

会等に積極的に参加する。 

③ 塾関係者対象の学校見学会を実施するなど、

広報活動を一層拡大する。 

④ 推薦・学力入選の倍率復活を期し、本校の良

さを十二分に伝えるために、生徒主体での学

校見学会を企画するなど、広報展開のシフト

を図る。 

⑤ 帰国・在京入選の事前相談や資格確認は、東

京都教育委員会の協力の下に取り組むととも

に、本校の多様な入学者選抜に関係する様々

な課題については、東京都教育委員会と協議

相談しながら進める。志願者のﾆｰｽﾞや受検者

のﾃﾞｰﾀ集積・分析を行い、募集対策や入学後

の指導に役立てる。 

⑥  学校正門横道路沿い掲示板の有効活用を検

討する。 

⑦  PTA各委員会との連携を活かし、学校説明

会等の広報活動の充実を図る。 

＜関連する数値目標＞ 

○HP更新回数年200回以上 

○学校施設見学会・学校説明会参加者数4,100人以上 

＜自己評価＞【Ａ】 

●HP更新回数年229回（+36回）Ｘ（旧Twitter）84回(-169) 

●学校説明会・合同説明会、授業公開参加4,614人（+579名） 

●施設見学会、学校説明会での生徒ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ430名（+67名）

による校内案内多言語での実施 

●学校ＰＲ事業「都立高校 EXPO」（8月）参加800名(+602名) 

●塾関係者対象の学校見学会の実施（4月 5月） 

●学校説明会等におけるＰＴＡ保護者による相談ブースの開設 

●入学者選抜学力検査応募倍率 2.03（+0.14） 

●都予算による和太鼓等の楽器関連支援、同窓会の横断幕支援 

＜課題と対応策＞ 

◎ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・Ｘ（旧Twitter）や「学校案内」等の情報発信ツー 

ルの工夫と改革 

◎本校の良さを十二分に伝えるための生徒主体・ＰＴＡ保護者協

力体制での広報展開と校内外での戦略的募集・広報活動の推進 

◎都の事業『都立高校ＥＸＰＯ』を活用した生徒募集活動（8月） 

◎学校正門横掲示板及び横断幕の有効活用（年間） 

◎入学者選抜学力検査応募倍率 2倍以上の確保 

 

Ⅷ 学校経営・組織体制 

１ 今年度の取組目標と具体的方策 ２ 自己評価及び次年度以降の課題と対応策 
① 各分掌・学年・教科は、組織目標の設定、中間報告、

年度末総括を行い、課題の把握と具体的な解決策に

ついて組織的に検討する。 

② 4級職会議を定期的に開催し、学校の将来を見据え、

学校全体や喫緊の課題等について、分掌の枠を超え

協議し課題解決のための原案を作成する。 

③ 上記②において、令和7年度入学生の教育課程3か

年の教科・科目、特に3つの柱（外国語教育・国際

理解科目・課題研究）の中身について継続して協

議・提案する。 

④ C4th等の適切な活用を推進するとともに、業務の効

率化を図る。 

⑤ 服務事故防止研修やﾁｪｯｸｼｰﾄ等を活用した取組を通

して、服務規律意識の向上を図り、服務事故ｾﾞﾛを実

現する。 

⑥ 経営企画室の経営参画を一層進め、全教職員との連

携・対話を重視し、生徒・保護者の視点に立った教

育環境の整備、適切な会計処理、入学者選抜の円滑

な実施等を図りながら、本校のあらゆる教育活動の

円滑化を積極的に推進する。 

⑦ ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化を促進するとともに、PDCA ｻｲｸﾙを徹底

し、全教職員がｺｽﾄ削減、迅速な課題解決、業務の効

率化・平準化・縮減化・削減化に取り組み、超過勤

務時間を削減する。 

＜関連する数値目標＞ 

〇組織目標の明確化と課題解決への取組100% 

○個別超過勤務時間の削減 

○予算執行率100％ 

＜自己評価＞【Ｂ】 

●組織目標の設定・中間報告・総括と来年度に向けた課題の抽出 

●4級職会議年17回、4級職教員主催の全教職員対象校内研修実

施（8月）課題の共有と国際高校の目指す方向性の確認 

●C4thによる成績会議資料の全学年統一化、会議でのﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化

徹底継続 

●服務事故防止研修年3回実施、服務事故ゼロ達成ならず 

●経営企画室での国際独自の多様で複雑な業務への連携継続、柔

剣道場・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ空調工事、全館ＬＥＤ設置等の環境整備 

●予算執行率99％（±0%） 

●毎月80時間以上の超過勤務 2か月以上の者4名（+2名） 

＜課題と対応策＞ 

◎改編した教育課程の検証と次期学習指導要領改訂に伴う新た

な教育課程の検討準備 

◎3つの柱（外国語教育・国際理解科目・課題研究）改善策検討 

◎服務事故防止研修実施及び専任他講師等への事故防止徹底 

◎職員室環境改善事業に向けた検討体制の構築 

◎「働き方改革」ﾗｲﾌﾜｰｸﾊﾞﾗﾝｽの一層の推進 

 


